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山登り（高峰高原） 慮

中島宏さんご夫妻
水墨画

福田稔さんベ

［編集後記］ 〇東久留米稲門会誕生を期に安宅会長（当時）が発行されていたはがき大の「東稲通信」を引き
継いで、 A4 版に拡大する「東稲ニュース」の編集を命じられたのは、平成13年の春。以来、｀‘継続は力なり"のみを

頼りに、内容や体裁を二の次にして、兎にも角にも隔月発行を心掛けてきました。そして、全会員に一言でも良いが

ら紙上に登場してもらいた＜努めてきました。紙上に登場して戴くことで、会員一人ひとりが本紙への参画意識を高
め、そしてひいてはそれが東久留米稲門会の絆の拡大強固に繋がるに違いないと、おこがましくも考えたからです。
登場戴いた会員数は、いまだ60余名で、全会員の40%にも満ちませんが、近い将来、全員参画が達成されるもの
と期待しています。 0本号を以って、「東稲ニュース」は25号の節目となり、後続を井坂さんに託すことになりました。
怠惰、稚拙な私をして、これまで休刊、遅刊もなくまがりなりにも発行を継続して来れたのは、ひとえに編集に深く携

わって戴いた諸兄姉の知恵や尽力のお陰であること記すまでもありません。鮎貝盛和、河村洋子、～神田尚計、国米
家己三、高橋勤、i菱山房子、平山正痙、帆角信美、松崎博、森田隆の皆さん。ここに名を揚げて深甚なる謝意を表
します。〇投稿を頂きながら、紙幅の関係で一部省略、変更をさせていただいたため、啜或いは筆者の真意が伝わら
なかったり、誤植や脱漏で思わぬ誤解を招いたりしたこと多々あったと思います。発行責任者（会長）の意向にそぐ
わなかったこともしばしばありました。文字にすると、ジョ一クがジョ一クにならないことも知りました。この紙面をかりて、
数々の失礼をお詫びしお許しを得たいと思います。長い間、本当にありがとうございました。 0また「杜の西北」で皆

さんのお世話になります。正直、会の機関誌を手がけるのにはいささか心重を感じますが、新編集員の叡聟を集め、
先達の助言をかりて伝統の「杜の西北」を守りたいと思います。ただ、招来年より総会諸事項を反映して、年次総会

後の発刊にすることになったこと、及びなによりも、準備、取材などにそれなりの時間が必要なことから、次号の発行
は来年5月以降になりますこと予めご了承下さい。引き続き皆様のご支援ご協力をお願い致します。 （比護）
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